
リスク共生社会を実現するオープン社会創造拠点

「ＹＮＵの研究と社会実装」

～世界の持続的発展に資する｢リスク共生学｣の研究拠点～

横浜国立大学 三宅淳巳
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IASリスク共生社会推進センター設立記念シンポジウム
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【研究戦略】
YNUは、これまで人文・社会・理工系部局においてそれぞれ教育学、経済学、経営学、工学の基
盤的学術を極めるとともに、博士課程後期を有する研究大学として、高度専門職業人材を輩出
してきた。今後はこれら基盤的学術の発展に加えて、国際的視野を持って21世紀社会のあり方を
提言する都市科学、環境学、情報学、国際社会科学の分野で横断型研究を推進すると共に、
先端的科学研究、リスク共生学を中心とする文理融合研究で国際拠点を目指す。

横浜国立大学憲章

教育，研究，国際･地域連携

実践性 先進性 開放性 国際性



YNU研究推進機構の組織
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横浜国立大学の強みであるリスク共生学分野
について、今日のグローバル社会が直面するリス
ク等の課題に対応する先端的研究を行う世界
的拠点。

研究成果を踏まえた分野横断型の新学部「都
市科学部」を設置し、世界の持続的発展に資
する理工系グローバルリーダーを養成する。

 2014年に国立大学改革強化推進補助金に
よる事業で設置

学長が高等研究院長を自ら務めるトップダウン
運営

～安全、安心で持続可能な活力あるグローバル社会の実現を目指して～

先端科学高等研究院の紹介
（Institute of Advanced Sciences）
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横浜国立大学 安全工学科の設置

横浜国立大学 工学部 教育学部 経済学部 経営学部

そして工学部の中に 安全工学科 が誕生

学部学生4122
大学院生 113

  

2017
5学部体制
学部学生7458
大学院生2298

50年

「安全工学」
主として近代工業社会において発生する災害の原因および経過の究明
とその防止に必要な科学および技術に関する系統的な知識体系
人間性の豊かな社会、人間中心的な社会の育成を目的にした工学

・戦後著しい復興, 急激な人口増加
・工業界における生産技術の革新的な進歩
・新規原材料/製品～未知の災害危険
・産業公害に対する防止技術の遅れ etc.

北川徹三教授



事務体制

高等研究院長（学長）

副高等研究院長

運営諮問会議

運営委員会・教員選考委員会
(大学院部局長で構成)

マネジメント部門

研究戦略企画
マネージャー

IAS連絡会議

過半数が学外委員で構成

研究担当理事

研究活動の持続性と新展開

コンソーシアム形成

・会員間の交流と新展開の探索
共同研究講座
・講座費、共同研究費
受託研究・事業(分析評価等)
留学生・研究員の招聘費
競争的外部資金の獲得

*1IAS-YNU; 先端科学高等研究院
*2PI;主任研究者
*3テニュアトラック若手教員も含む

連携研究者

PI PI

連携研究者

共同研究者PI *1

学内

海外 産業界

研究ユニット1
研究ユニット２

研究ユニット８

研究ユニット３

研究部門

社会実装部門

研究シーズ提供
研究シーズ収集

教育学研究科
国際社会科学研究院
工学研究院
環境情報研究院
都市イノベーション研究院

運営に参画

成果の還元・導入

先端科学高等研究院の紹介
-運営組織と研究ユニット-
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先端科学高等研究院の紹介
「知の創出の循環システム」の実現による

研究力向上と社会への貢献

部局の趣旨・専門性および自由な発想に基づいて
活発な研究活動の実施と人材育成への展開

各部局等における先端研究・基盤研究活動

リスク共生学のテーマの下で、研究ユニットがクラ
スターを形成し、安全・安心で持続可能な活力ある
社会の実現に資する最先端の研究を遂行する。クラ
スター毎の活動に即した研究環境を整備・提供する。

先端科学高等研究院

活発なグループを選定して多面的支援を実施するこ
とにより、本学における研究領域の多様性と研究の
高度化を併せて推進する。

ＹＮＵ研究拠点制度

研究能力、マネジメント能力、外部資金獲得能力を
備え、本学の次世代研究の中核となるグループを選
定し、学長戦略により重点支援する。

学長戦略に基づく
ＹＮＵ研究拠点に対する重点支援

研究成果

海外研究者(PI)招聘

学理・新学術で
世界をリード

世界規模での
迅速な社会実装
で世界をリード

国際基準・規格等

社会実装・技術移転

国際社会
地域社会
産業界等

内外の
研究機関
企業等

情報共有
共同･協働研究

設備共用･人事交流

リスク共生社会
創造センター

研究の評価と支援

若手育成
研究成果と情報の共有

プラットフォーム

教育研究科 国際社会科学研究
院

工学研究院
環境情報研究院都市イノベーション研究院
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実践的学術の研究拠点としての知の統合型大学へ

研究力強化に向けた本学のしくみ

量子情報研究センター

研究院・学府・学部部局
各部局の目的、専門性、自由な発想に基づく多様な先端研究及び基盤研究の展開

潜在力の高い分野・個人・グループ
大学の研究戦略に沿った潜在力の高い人材・研究テーマの探索

YNU研究拠点
・大学の看板／戦略シーズとなる多様な研究グループ形成
・クオリティコントロールによる「強い拠点」の維持

重点化YNU研究拠点
研究能力／管理能力／資金獲得能力／教育への波及効
果を備えた文理横断型／ディシプリン型拠点の選定

先端科学高等研究院
・戦略的強化分野の集約
・研究支援体制強化による特定分野の推進

多様な研究シーズの
可視化

「次世代」研究ユニットの
供給

特定分野へのリソース集中

強化分野の組織化

部門選定型重点支援
本学に相対的に強みのある産学連携
の知財Mや産学官連携CDによる促進

実践型アカデミックセンターの設置
・国際的に競争可能な研究教育センターの戦略的運用
・強み／社会的要請／学術的要請をバランスさせる柔軟な組織化

横断型研究形成支援
ボトムアップのみでは困難な分野
横断型研究のURA等による推進

若手・中堅による拠点形成
若手による新たな横断型研究グ
ループの創出支援

YNU研究拠点の重点支援
本学の次世代研究を担う中核
拠点の形成

先進化学エネルギー研究センター/
リスク共生社会創造センター

新設 !!
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リスク共生社会
創造センター

2020年3月 第三回IAS運営諮問会議資料より

IAS研究体制の戦略的強化

全学の重点化すべき研究領域や
社会実装機能の強化のための組織再編

社会価値イノ
ベーションCL

サイバー･ハードウ
エアセキュリティCL

キュリティ

インフラストラク
チャリングCL

先端科学高等研究院

４研究ユニット ２研究ユニット ２研究ユニット

社会価値イノ
ベーションCL

サイバー･ハードウ
エアセキュリティCL

キュリティ

インフラストラク
チャリングCL

先端科学高等研究院

４研究ユニット ２研究ユニット ２研究ユニット

R元年度体制 R2年度以降の体制
研究戦略推進機構の下で

全学部局等との緊密な相互関係

リスク共生社会
創造センター

新たな研究
センター/プロジェクト

研究戦略推進機構等
全学機能とのゆるやかな連携

リスク共生社会推進センター
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研究
クラスター

研究クラスターの目標 研究ユニット 主任研究者
(所属)

研究ユニットの研究課題

サイバー・
ハードウェ
アセキュリ
ティ

ITの進歩の一歩先を行くサ
イバー・ハードウェアセキュリ
ティ技術により、安全・安心
なリスク共生社会を実現す
る。

情報・物理セキュリティ 松本 勉(環境) 最先端ITによるサイバーセキュリティ技術
開発

超省エネルギープロセッサ 吉川信行(工学) 低消費エネルギー超伝導集積回路の実
現

集積フォトニクス 馬場俊彦(工学) 次世代のフォトニクスデバイスを生み出す

量子情報セキュリティ 小坂 英男(工学) 情報セキュリティを光・量子技術で支える

インフラス
トラクチャ
リスク

先端的かつ実践的なリスク
管理や効率的なインフラマ
ネージメント技術により、安
全で強靭な社会インフラを
構築する。

社会インフラストラクチャの安
全

藤野陽三(専任)
↓PI交代
前川宏一（都市）

効率的なインフラマネジメント技術を構築

エネルギーシステムの安全 三宅淳巳(専任) エネルギーシステム関連施設の安全性高
度化

社会価値
イノベー
ション

組織内外にわたる共創的な
イノベーションダイナミクスによ
り、先端的な知識や技術の
社会実装を促し、新たな社
会価値を創造する。

共創革新ダイナミクス 真鍋誠司（国社)
安本雅典（環境)

社会価値の実現に資するイノベーションダ
イナミクスの実践的研究

水素エネルギー変換化学 光島重徳 (工学) 再生可能エネルギーの大幅導入のための
水素エネルギー技術確立

2020年度の研究群と研究ユニット概要

ALCAプロジェクト研究代表者
渡邊正義 特任教授（4月～）

『量子』を基軸とした強化分野

『Green 水素』を基軸とした強化分野
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2020年度 IASのトピックス

 10/1 量子情報研究センター及び先進化学エネルギー研究センターを設置

10/13 新研究センター開所式の様子
11



リスク共生社会創造センターからの発信

「リスク共生の視点から新型コロナ対応を考える」
コラム開設

 4人の著者による計17回の情報発信を実施

NPOリスク共生社会推進センターの立ち上げ

１ 事業活動方針
今年度は、法人の立ち上げの年度であり、法人としての活動
の基盤を確立し、来年度以降の活動を行うために必要なツー
ルの開発や、活動の仕組みの構築を行う。

２ 事業内容
（１）特定非営利活動に係る事業

①リスク共生社会概念及びリスクマネジメント関連
技術に関する教育・学習の効果的推進支援事業
（教育・学習支援事業）
②リスク共生に関する各種イベントを通した科学技
術の理解増進と人材育成の支援事業
（科学技術理解増進・人材育成支援事業）
③リスク共生社会の発展に向けた社会実装の支援・
コンサルティングを通じての科学技術創造

 2020年8月20日設立（野口和彦理事長）
 2020年8月28日YNUとの連携・協力に関する
協定書締結
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サイバー・ハードウェアセキュリティ研究群

量子情報セキュリティ研究ユニット

 小坂PIがムーンショット型研究開発事業のプロジェクトマネージャーに採択
 【ムーンショット目標６】 2050年までに、経済・産業・安全保障を飛躍的に
発展させる誤り耐性型汎用量子コンピュータを実現

 「量子計算網構築のための量子インターフェース開発」

2020年度の活動について

情報・物理セキュリティ研究ユニット

 総務省委託研究「電波の有効利用のための IoT マルウェア無害化／無機能化技術等に
関する研究開発」に採択
 IoT マルウェアの挙動検知及び駆除技術
 遠隔からの IoT マルウェア無害化及び無機能化技術

 IoTセキュリティフォーラム2020（オンライン）開催予定
 1000名集客見込み（11/27時点で500名集客）
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社会価値イノベーション研究群

共創革新ダイナミクス研究ユニット

 安本PIを代表として，「戦略的イノベーション創造プログラム第2期/自動運転(システムとサービスの拡
張)/知財戦略の構築に向けた立案」を受託(単年度，予算規模1000万円)

 安本PIがアドバイザーを務める「ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会」(RRI)主導の横浜ビジネス
エコシステム構想との連携を検討中

 真鍋PI主催のイノベーション・スペース研究会（16社参画）の第5回を実施（8月）

水素エネルギー変換化学研究ユニット

 光島PIが先進化学エネルギー研究センターグリーン水素研究ラボ長に就任
 石原顕光特任教授が，NEDO委託研究「燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決
型産学官連携研究開発事業/水素利用等高度化先端技術開発(革新的な燃料電池技術の開発)/

超高電位を目指した酸化物カソードの開発」を受託（~2024年度）

2020年度の活動について
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インフラストラクチャリスク研究群

社会インフラストラクチャの安全研究ユニット
 前川教授が新PIに就任

2020年度の活動について

 科研費 基盤A「広帯域環境下にあるセメント系複合材料の耐久性力学と構造性能評価」

 12月1日にオンラインシンポジウム開催(333名参加 内学生198名参加）

エネルギーシステムの安全研究ユニット

 2020年から科研費 基盤A, 若手 を新規で開始
 JST-LCSとの共同研究「大規模エネルギー貯蔵システムの安全性研究」開始
 資源エネルギー庁公募事業：福島県浪江町における「水素エネルギー活用
促進に向けた水素柱上パイプライン輸送実証事業」を開始

 環境研究総合推進費，科研費基盤B，NEDO，エネルギー物質研究会を継続実施

 石油化学プラントのプロセスセーフティマネジメントに関する研究会を発足

 コンクリート製浮体式洋上風力発電システムに関する勉強会を発足
会場とオンラインのハイブリットで月1回の開催，産官学から多数の参加者(平均80人超/回)

浪江町HPより

勉強会の様子

 大成建設(株)との共同研究推進，特許の共同出願
研究テーマ「超高強度コンクリート構造の火災時爆裂制御」
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社会実装に向けた産学連携事例：
インフラストラクチャリスク研究群

コンクリート製浮体式洋上風力発電システムに関する勉強会
 風況が良い外洋の浮体式洋上風力設備の設置：欧州でも研究が始まったばかり

 学内外大学関係者，造船，建設，重工業，エンジニアリング分野の企業，
国交省，横浜市，NEDOから多数の方が勉強会に参加

ストラトジックプロセスセイフティマネジメント研究会
 リスクベースによるプロセスセイフティマネジメントシステムの実装に向けて検討・討議するための研究会

 IASでは深い海域にも設置可能でコスト面でも有利なコンクリート製浮体式洋上風力発電に着目

 海上・港湾・航空技術研究所や東京大学，関連企業と協力

 前川PIをリーダーとし，大和IAS客員教授・東大名誉教授(前 海空研理事)がコーディネーターを務め，
YNUの総合力を活かし，設計・開発から経済性を考慮した社会実装までを対象とした研究を実施

 欧米型から日本型の安全管理手法の一つとしての「ストラトジックPSM」を提言することを目指す

 田邊IAS客員准教授が座長を務め，
参加企業の方にも講師になって頂き議論を進めている

 大手化学メーカー，石油精製・化学メーカー等，高圧ガス保安協会，
YNU教員・学生が研究会に参加
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2020年3月 第三回IAS運営諮問会議資料より

オープンイノベーションプラットフォーム構想

17

イノベーション創出に向けた
社会実装・普及

横
浜
国
立
大
学

個別相談(概ね無料)
(接点：学会、個人関係、情報検索等)

関心企業群
製造業、システム、
投資、コンサル他

オープンイノベーション
プラットフォーム

実用(企業)化

知財
基盤
運営

大学側のメリット
・実践的課題解決に貢献する
研究力の向上と人材育成
・研究費獲得・収入増大
（新たな外部資金源創出※）
・兼業・混合給与・クロアポ活用
・人材活用ネットワーク構築

研究者のメリット

・実用化過程の経験
・共同研究等の機会拡大
・企業ニーズ・知見の獲得
・混合給与、ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ機会

企業側のメリット

・意思決定の迅速化
・新規分野の開拓
・経費・リスク低減
・関連知見の獲得
・ネットワーク拡大
・連携手法の習得

技術･システム等
開発の進捗

コンソーシアム
個
別
民
間
企
業

関心機関群
技術・製品評価
研究開発、他

相談・コンサルティング
(紹介機関による有料制度)

共同研究

※ Revenue share, Royalty獲得
対価知見

成果展開

投資
経験
運営

リスク共生の手法

他大学(補完的参画)

受託研究成果
経費



IASにおける先進研究と
社会実装の推進システム

社会実装の次ステージ
への展開

実践的なオープン・イノベーションプラットフォーム
に求められる機能

 自治体、企業、大学支援外部組織（NPOや将来的には
出資会社）※による共同運営
※例. 豊橋技術大学を支援する株式会社サイエンス・クリエイト

 研究活動の営業代行機能
 研究者が講師となるレクチャー、コンサルティングを企業に提
供し、対価を研究者に還元する機能

 事業化が見込まれる研究成果に投資するVenture Capital
機能

 経営人材の紹介による会社化支援
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１．基礎研究＞応用研究＞実証＞実装の一気通貫推進支援

２．産･官･学･金連携 ～ 地域連携から国際連携のHUBに
（市，県，首都圏，日本，アジア，世界標準へ）

３．大学/研究者/学外の双方に直接的な利益をもたらす外部組織
（NPO将来的には自治体、企業との共同出資会社も視野に）

４．研究成果の社会実装を加速するVCや経営人材との連携
（国際的なオープンイノベーションへの展開と標準化戦略）

５．リスク共生社会推進のための発信/啓発/普及の場(サロン)を開催

19

NPOの役割と展望

イノベーション(価値創出)におけるリスク最適化実践拠点へ
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